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 先生
せんせい

たちの「初心
しょしん

を語
かた

る会
かい

 その 2」。途中
とちゅう

で席替
せ き が

え

して、計
けい

２ラウンドの４人
にん

対話
た い わ

を行
おこな

いました。 

今回
こんかい

のテーマは、「本校
ほんこう

の授業
じゅぎょう

で大切
たいせつ

にすべきこと」。

今日
き ょ う

は、「学園
がくえん

の建学
けんがく

の精神
せいしん

」「本校
ほんこう

の学校
がっこう

教育
きょういく

目標
もくひょう

」

それに「ユネスコスクールのユネスコ憲章
けんしょう

」を土台
ど だ い

と

して、本校の授業で大切にすべきことを考
かんが

えました。 

（Ａ先生
せんせい

の振
ふ

り返
かえ

りシートより）―――――――――――――――――――――――――― 

 授業
じゅぎょう

は楽
たの

しいもの、わかるものでなくてはいけないものだと思
おも

っています。

それは、学校
がっこう

生活
せいかつ

のほとんどを授業
じゅぎょう

が占
し

めるからです。 

 湘南
しょうなん

学園
がくえん

は、先生
せんせい

たちが自由
じ ゆ う

に教材
きょうざい

を選
えら

び、教具
きょうぐ

を作
つく

って授業をしています。

そのときに大事
だ い じ

なのは、①目
め

の前
まえ

の子
こ

どもが何
なに

に興味
きょうみ

があるのか、そして、②先

生は何を教
おし

えるべきか、ということだと思
おも

います。それがうまくあった時
とき

、楽し

くわかる授業になるのだと思います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 教師
きょうし

は①を受
う

けとり、②を与
あた

えます。その①と②がうまく合
あ

ったとき、楽しくわかる授業

になる。 

① は子どもたちの生活
せいかつ

の中
なか

から出
で

てくる好奇心
こうきしん

です。 

② は、子どもたちが生
い

きていく世界
せ か い

を見据
み す

え、必要
ひつよう

になる学習
がくしゅう

。 

教育者
きょういくしゃ

東井
と う い

義雄
よ し お

の学習
がくしゅう

観
かん

でいえば、①が生活の論理
ろ ん り

に、②が教科
きょうか

の論理につながる授業

動機
ど う き

です。①では子どもたちに対
たい

して受
じゅ

ノ
の

心
こころ

を働
はたら

かせ、②では世界
せ か い

に対して受ノ心を働か

せます。 

授業では、みんながお互
たが

いの①を受けとりあって、②につなげていく。そこに教師のファ

シリテートが機能
き の う

します。 

                                                

 

 

 

                                                

授業
じゅぎょう

とは 

授業での追求の深まりや、このときの子どもや教師の状態は、彼らが直接 

語っていることにだけではなく、むしろ、彼らの語りの調子や響き、 

余韻や沈黙に現れるのである。              （田端健人） 


